
東海市 おもちゃのお医者さん 
  おもちゃのお医者さんは、東海市おもちゃ図書館に併設されています。 

壊れたおもちゃを治すことで子どもたちが、もう一度楽しく遊べるように、 

機械・電気関係の経験者数名がボランティアとして活動しています。 

 

開催場所 東海市しあわせ村 保健福祉センター3 階 

開催日時 毎週木曜日、第２・４土曜日 10：00～12：00 

※年末年始はお休み 

         ※都合により休館になる場合があります。 

修理費用 無料（部品を交換する場合は、実費をいただきます） 

 

   

東海市おもちゃ図書館       東海市のおもちゃのお医者さん 

 

 

～修理できないおもちゃについて～ 

こんなおもちゃは修理できません 

・ドローンやヘリコプター類 

・高度な電子ゲーム機 

・浮輪、浮き袋、子ども用プール 

・モータ等で動かない単純なぬいぐるみ 

・エアガン、電子ガンなど危険なおもちゃ 

・アンティークやプレミアがつくような高額なおもちゃ 

・家電製品、時計、カメラ 

・転売や営利目的な物 



～おもちゃのお医者さんに行く前に～ 

 

 

 

  

 

 

   

電池の液漏れによる電極の錆び（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① まず自分で確認！ 

電池を使うおもちゃが動かなかったり作動しなかったりする場合は、まず

ご家族で次のことを確認してください。            

・電池の容量が残っている？     ⇒新品のアルカリ電池を入れて作動確認 

・充電できる電池を使っていないか？ ⇒充電できる電池は、特性上おもちゃには不適 

・電極が錆びている？        ⇒錆びていればサイドペーパーなどで清掃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②保証期間内かどうかの確認！ 

・保証期間中のおもちゃは、必ず販売店やメーカーにご相談してください。 

・第三者が分解するとメーカーで修理してもらえないので、高額なおもちゃは 

購入時のレシート等を保管することをお勧めします。 

 

 

 

 
③ お医者さんに持っていくものを確認しよう！ 

・壊れたおもちゃ、外れた部品、付属品、取扱説明書または取り扱いが記載されて 

いる箱、パンフレットなどを持ってきてください。 

・最近は電子おもちゃが多く、取扱方法が分かっていると修理をする時に助かりま

す。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

ラジコンカー/電子基板の修理 （例） 

 
動く犬のぬいぐるみ/歯車の修理（例） 

 

部品が無い場合は、作ることもあります 

④おもちゃのお医者さんに診てもらう！ 

修理しても治らない場合もありますが、まず見せて下さい。 

【ご注意】 

・新品時の作動を完全に戻せない場合があります。 

・動くぬいぐるみ等の縫合部分はきれいに治せません。 



～修理の流れ～ 

 
受付け時に故障の内容や、いつから不調かなどをお聞きします。 

簡単な故障は、すぐ修理します。 

『修理依頼書』に連絡先等を記入していただきます。 

修理に時間がかかる場合は、お預かりして修理します。 

受付時におおよその返却予定日や部品費用などをお伝えし、 

これらを記入した『お預かり証』をお渡しします。 

修理が終わりましたら、ショートメール（スマホ）または 

電話で直接ご連絡しますので『お預かり証』を持って引き取り

に来てください。 

 

【ご注意】 

２ヵ月以上、ご連絡なく引き取りに来られない場合は 

処分させていただくことがあります。 


